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1． は じめ に ：　 色に は暖色、寒色が あ る と い う

知識は 至極
一

般的で 、 『古 くは プラ トン の 自然哲

学に 出て くる 』 そ うで ある
1 ）

。 わ が 国 で は教科書

に 出て い る 『染色師青 ヲ 目 シ テ 最冷色 トシ柑 ヲ 目

シ テ 最熱色 トス 』が最初 で あろ う
2
 

　現在 もな お 、 こ の 暖色 ・寒色の 対語 は大多数の

色彩指導書 に解説 され 、 それ らの 色の 実態 、 っ ま

り対応色 は色名で 表され て い る 。

　我々 は それ を暖か い又 は寒 い 感 じを与え る色を

色票の 中か ら捜す実 験報 告
3 ）

を したが 、結果は よ

く似て い た。

　 『暖色 ・寒色 の 概念は 芸術家た ち が 経験を通 じ

て 発見 した と考 え られ る』 と絵画 の 色彩構成 の 上

で も重視され る て い る
4 ｝

。 そ の働 き か け の 程度を

尺度化 し色空 間内に 展開す る こ とを試み るの が こ

の 研究 の 目的で ある 。

2　暖色 、 寒色 を表わす対応 色 二　 色彩指導書 に

暖色 、 寒色と い う用語を使い始め た人 々 （提案者）

は どん な対応色を 当 て て い たか 、 を近 刊書か ら古

書に溯 っ て 表 1 に示す。

表 1　 暖色、寒色に 対す る対応色名

ア似 抽 一
と解 し青を、藍は青紫を当て て 、

〈 暖色 〉

及 び 〈 寒色 〉 に 属す る各色毎 に集計 して 、 ％を求

め た結果、暖色の 対応色は赤が 37．9％ 、 橙が 27．0
％ 、黄が 24．3％ 、 他色が 10．8％ を 、 寒色 の 対応 色

は青が 57．　9％ 、 緑が 21．1％ 、 紫 18．4％ 、 他色が 2．
6％を占め て い る こ とがわ か っ た。

　個数か ら見 ると、暖色 は赤を頂 点 に、寒色 は青

を頂点に 分布 して い る 。 な お、千 々 岩ほ か（1963）
は rも っ と も暖か く感 じ られ る色 はオ レ ン ジみ の

赤（5YR7／14） で あり、も っ とも冷 た く感 じられ る

色 は青の 中で もやや彩度 の 低い 青（5B6／4） で ある』

と述 べ て い る
［G）

。 両者の結論は よ く
一

致 して い た 。

　 しか し上記 の 対応色は 色相の 傾 向は 検証で き て

も、明度、彩度 に っ い て は 不詳で ある 。 そ こ で 色

空閤内に 占め る暖 ・寒感の 領域を実験調査 した 。

頒番号　提案者　　蠣 1 暖色 寒色

  攜解i科学ハ ンドカ ク：19851赤、橙 、 黄 1  、青、飜

  千 々 岩 　 　 ：19831赤 、 オレンジ　 1青、青紫

  磯貝　 　　 ：19691赤 、 橙 、 黄 1青緑、青

  塚 田　　 　　：1962L赤 、 橙 、 纛 1緑清緑清 、 髞

  躰鰭舐額　　 ：19491赤 、 擡、 黄課黄1青緑 、 青、 鯖

  佐藤　　　　：1942［赤、嚇、黄 1鰾 、鯖 、 藍

  池 田　　 　　：19281赤、橙、黄 1緑、青 、紫

  宮下　　　　：ユ926嚇 、 糶 、 録劃 齷、鯖、青紫

  橋村　　　　 ：19201赤中心　　 1青中心

  浜　　　　　：19181橙赤（賭色） 1青 （齷色）

  矢野　　 　　：1904［赤、黄　 　 1青

　表 1 の 色名で 、 例えば 「黄橙」 は 黄 と橙 の 中閤

色 と考え、黄 と橙 と の 2 色名 と カ ウ ン トす る 。 以

下 2 個の 漢字色名 は同様に カ ウ ン トす る 。 オ レ ン

ジ は 橙に 当て 、海碧は マリンブルーと解 し青を 、 氷青は

3． 実験 ：　
一

般に 赤系 の 色は暖色 で 、 青系の 色

は 寒色 と色相別と の 関係 は明 らか で あ るが 、 明 度

及び彩度関係は、そ の 実態を示すデ
ー

タが必ず し

も多くな い
。　 系統的に選色 された色 カ

ー
ド ： ト

ー

ナル カ ラ
ー65（色孵艱） を下 記 の 働 きか け評価値 に

分類 した。

（暖色）　 　　　　 　　　　 　　　　0　　　　［1）　　　〔21　　131（寒色）

非常に　かなり　やや　どちらでもない　やや　かなり　非常に

　実験調査 した色を jIS の 系統色名に よ り表し 、

働 きか け別 に 出現頻度 ％を 彩度
一

明度 座 標分布 図

（図 1）に示す 。 協 は頻度％ の 高 い 修飾語で あ る。

  非常に 暖感

　色相 ： 赫、赤、赫、黄 。

↑　1　ごくうすい　0一
明1
度 1 畷る廠

1 灰

i畦恢

Il
　ご（暗い　〔〕一

うすい　 0．
0．
O、　　くすんだ15．3
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暗い　 7．7
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 彩度 →

  や や暖感

　色相 ： 紫、赫 、赤、鯡、黄 、 齷 、緑 、 青緑 。

↑　1　ごくうすい　9．7
明 1　 　 　 　 う勢 3．2
度 1明るい灰 12．9　　　　　　　明るい 　9．7

　 ［　灰　　　　　3．2　くすんだ16　 　あざやかな　6．5
　 1　賎い灰　　　0．　　　　　　　　　　　こい　　12．9

　 1　　　　 暗い　 9．7

　 1　ごく暗い　　0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 彩度→

  どち らで もな い

　色相 ： 髞 、 紫 、 纛 、 赤 、 赫 、 黄 、 蝦 、 緑 、 飜 。

↑　1　ごくうすい　4．9

明 1　　　　　　　　　 うすい　　4．9

度 ［　明るい灰　　9．8　　　　　　　　　明るい　　7．3

　亅灰 　 7．3   口 　7．3 あざやかな 7．3

　 1　暗い灰　　　4．9　　　　　　　　　こい　　12．2

　 1　　　　　　　　　暗い　　14．6
　 1　ご（賭い　　2．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　 彩度 “

（1｝やや寒感

　色相　： 黄券、　黄、　黄繹、　緑、　青緑、　青、　青紫、　赤紫o

↑　1　ご（うすい　9．5
明 1　 　 　 　 うすい　2．3

度 1　鱇 　　　　　　　　　明るい　11．9
　 i　灰　　　　　9．5　くすんだ　7．2　　［二］　　11．9　あざやかな　4．8
　 1　轢 　　　　　　　　　こい　　4．8

　 1　　　 　 壕い　 7．2
　 1　ごく暗い　2．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　 彩度 →

｛2｝か な り寒感

　色相 ： 黄、鮒、緑、青録、青、隷、 。

↑　1　ごくうすい10．O
明 1　 　 　 　 うすい 6．7

度 1 明るい灰　　3．3　　　　　　　　　啣るい　10．O

　 l　躑 くすんだ13、3　　［］　　　6．7　あざやかな　3．3

　 1　暗い灰　　6．7　　　　　　　　　こい　　3。3

　1　　　　　　　　　暗い　　13．3

　 1　ごく暗い　　6．7
彩度→

｛3）非常 に寒感

　色相 ： 覯 、 青 、   。

↑　1　ごくうすい　0．

明 1　　　　　　　　　　　うすい　　0．

度 ！　明るい灰　11．ユ　　　　　　　　　　　eHるい　！王．l

　l　灰　　　　0．　　一 　あざやかな　0．

　【　暗い灰　　　0．　　　　　　　　　　　こい　　重1．1

　 1　 　 　 　  

　 1　ごく暗い　0．

　　　　　　　　　　　　　　　 彩度→

図 1　 働 きか け甥彩度
一
明度座標分布図

　上記の 分布 図に添記 した 色相範囲は 前項の 2 の

調査結論 と よ く似て い た 。

　ま た　彩度
一
明度座 標分布図に 示され た頻度％

の高 い 修飾語 （斜線網か け）に 注 目す る と 、 働 き

かけ に は 、 明 らか に特徴が 見受 け られ た
。

　っ ま り色相は赤系又 は 、青系 と限 られ 、彩度が

向上す るに従い
、 その 色の 暖 ・寒感 は強ま る。ま

た 、 色相 の 範囲が 広が り、彩度が低下す るに従い 、

そ の 色 の 暖 ・寒感は弱 まる 。 そ して 色相が 全域 に

亘 り、 くすむ とそ の 色の 暖 ・寒感は区別 し難い 。

4　暖色、寒色を基調色 とした既成の 絵画

　絵画の 中の 暖色 ・寒 色は 感 情 表現 に も働 き か け

を期待 し て い る。千 々 岩は 『暖色 と寒色 の 世界』

ω
で 、暖寒感は色の 共感覚 の 中心 的位 置を 占め 、

ピ カ ソ が若 い 頃の 青だけで描い た油彩 の 一一
っ の 1

生活」 を挙 げ、厭世観、憂鬱、絶望を表現 して い

る こ と、また ピン クが一役を演 じて い る油彩 ［サ ー

カ ス 芸人 の 家族 と猿」を 挙 げ 、 悲惨な生活 に 対す

る思 い 詰めた とこ ろが な く、慎み と統一を視る と、

画家 は色 に対 して 計画的 に対処 して い ると、説明

して い る 。

　筆者等 は上記 の 2 作品 の 複製 画面の 色群を コ ン

ピ ュ
ー

タ処理 して モ ザ イ ク化 して 、モ ザ イ クご と

に 測 色 した結果か ら、前項 の 実 験か ら得 た暖 色 、

寒色 の 働 き か け別結果との一致を検証 した。
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